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特集／市民の政治学を検討する
巻頭言
特集にあたって
千葉大学法経学部教授／ COE 事業推進担当者　
水島　治郎
　本特集号は、2007 年 10 月 31 日に行われた公共研究センター設立 3 周年記
念特別セッションにおける篠原一氏（東京大学名誉教授）のご講演とコメント、
討議を記録するとともに、関連論考を併せて掲載したものである。
　2004 年に千葉大学で 21 世紀 COE プログラム「持続可能な福祉社会に向け
た公共研究拠点」が発足し、研究活動を担う「公共研究センター」が設立され
て 2007 年 10 月でちょうど 3 年が経過した。発足以降「学際的アプローチ」「環
境と福祉の統合」「市民社会との協働」など新しい理念を掲げて活発に活動を
展開してきた本 COE であるが、そろそろこれまでの展開を振り返り、新たな
展望を開くために原点に立ち戻って考えていく必要があるのではないか。その
ような問題意識から出てきたのが、COE のテーマと関連が深い研究を先駆的
に進めておられ、現在もなお現役の研究者として活躍しておられる政治学者の
篠原一氏をお呼びし、ご講演と討議の時間を持つことであった。
　篠原先生は、狭い意味の政治学にとどまらない学際的な研究をすすめてこら
れ、また学問を社会的実践のなかで活かしてこられた方であり、本 COE のめ
ざしている「学際性」そして「市民社会との協働」という理念を、まさに時代
に先んじて進めておられた方である―実際、千葉大学のさまざまな分野の
方々がこのセッションに関心を持ち、出席してくださったことも、篠原氏の学
問の学際性を示している―。1925 年生まれの篠原先生は 2007 年で 82 歳に
なられたが、同年も新たな本を出版されるなど、まさに「持続可能」な研究生
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活を送っておられる。そして幸い篠原氏からはご快諾をいただき、3 周年セッ
ションが実現する運びとなったのである。
　篠原氏は、ドイツ政治史に関する画期的な研究によって学界に華々しくデ
ビューして以来、日本のヨーロッパ政治史研究の第一人者として優れた学問的
業績を次々とあげてこられた方である。そして近著『歴史政治学とデモクラ
シー』( 岩波書店、2007 年 ) においても、討議デモクラシーをはじめとする最
先端の研究を見事な筆致で展開しており、当日のご講演もその研究成果を遺憾
なく発揮されたものであった。まさに日本の政治学界にそびえる巨峰といって
いい。ただ篠原氏の学者としての真価は―そしてそれがまさに本 COE の理
念と深く関わるものであるのだが―、その深い学問的知見を踏まえつつ、日
本の政治社会のあり方に積極的な提言を行うとともに、自らさまざまな市民運
動に関わり、「生きる政治学」を実践していったことにもあるように思う。ま
た篠原氏は「かわさき市民アカデミー」などの市民教育においても中心的な役
割を果たしてきたが、その教え子からさまざまな形で地域社会に関わっていく
「能動的市民」が輩出していることも注目すべきであろう。
　大学における研究教育が、それ自体で高い水準を保ちながら、同時に市民教
育・市民活動とも有機的に結合しつつ、実践的な広がりをもっていくこと。篠
原氏の多岐にわたる成果を積極的に学びつつ、デモクラシーのあるべき姿を模
索し、また今後の大学と社会のあるべき姿に思いをはせるうえで、本特集号が
貢献できれば幸いである。
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